
○　本校の概要 令和7年3月5日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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保護者アンケート
「学校は特色ある教育
活動を行っている」
の肯定的評価

児童アンケート
①「友達と協力して仲良
くしている」
②「授業はよく分かる」
③「すすんで体を動かし
ている」
の肯定的評価
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英語での実践的
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ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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・前向きに取り組んでおられると思っています。
・各種校内研究の充実は、目を見張るほどの
評価です。
・自分で考え、意見を伝えたり、友達の意見を
聞いて深く考えようとしたりする態度が見られま
した。
・今後必要となっていくであろう問題解決意欲
や、他者との協働について、小学生のうちから
学びの機会があるというのは、とても良いことだ
と思います。
・授業参観でグループで話し合う場面を見る
が、時間をある程度かけて児童が自ら考えるこ
とを深め、本音で話し合う機会をできるだけ多く
作ってほしいと感じている。
・１年生のうちから学習用タブレットを活用して、
意欲的に国語や算数に取り組めるようにご指
導していると思います。
・オクリンク機能を使って、他児童の意見・作品
に触れられるようご指導しているのは、とても画
期的と感心しました。

・英語で楽しく会話できるよう、努力されている
と思います。
・校舎の階段に英語の単語がイラストとともに
かかれているが、とても面白く、良いアイデアだ
と感心しています。
・身近なところに英語が貼られていて、興味をも
ちやすく工夫していると思います。
・英語教育の重要性について　我々の世代に
とっては、羨望の限りです。今後にも期待しま
す。
・エコキャップ回収活動を少し前に知り、今収集
中。こういった取組を、学校外に知らせることが
大事で、児童の自信につながると思う。
・エコキャップ回収が、環境問題の何につなが
るのか、児童自ら調べて考えていってほしい。
・エコキャップ活動や古着回収の他、給食委員
会による食べ残しを減らす呼び掛けなど、こど
もたちがSDGsを意識した行動ができるよう、ご
指導していると思います。
・SDGsの更なる活動を望みます。
・SDGsへの関心が、今のこどもたちには、たくさ
んあると思います。学校での授業の効果が大き
いと思います。
・唯一「３」の評価であった項目については、課
題設定や育成がとても難しい項目だと思います
ので、将来的に「４」になるよう、少しずつ取り組
んでいただけたらと思います。

・児童アンケートで評価が高い。素晴らしい。地
道な積み重ねが、良い結果をもたらしていま
す。
・学習面と心の育成を踏まえた指導を、高く評
価します。
・親だけでなく、先生からたくさん道徳的な心を
養ってもらっていると感じました。
・こどもたちによる学級会運営をご指導し、活発
な意見を引き出していて、素晴らしいと思いま
す。
・学習の遅れが見られるこどもに対し、その児
童に見合った課題を与えて達成感が得られる
ようにご指導していて、こどもたちが学ぶ楽しさ
を体感していると思います。
・以前より力を入れて取り組んでいた、早寝・早
起き・朝ごはんや、フリージョイランニングが高
評価となり嬉しく思います。また、大きないじめ
が0件というのもとても素晴らしいと思います。
・フリージョイランニング、とても素晴らしいと思
います。早起きの習慣にもなります。
・小中一貫教育の授業が、もっと多くても良い
かなと思います。

児童アンケート
①「ペアやグループで
話し合うときに、自分の
意見を言っている」
②「友達と考えが違うと
き、譲ったり話し合って
別の方法を考えたりで
きる」
保護者アンケート
「学習用タブレットや電
子黒板等のICTを活用
している」
の肯定的評価
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【児童アンケート　肯定
的評価　①89.3％　②
91％】

・今年度の校内研究で取り組
んだ算数科・体育科・特別活
動を中心に、自力解決の時間
と児童同士で考えを伝え合う
場の設定をした。これを通し
て、他の考え方や解決方法な
どを知り、新たな価値に気付く
力を育むことができた。
・生活科や総合的学習の時間
で様々な体験活動を行わせ
た。児童自らが問題解決の方
法を考えたり、友達と協力して
実践したりすることによって、
自ら考え判断する力や、協働
的力が身に付いた。

【保護者アンケート　肯
定的評価　94.1％】

・週に３回以上、毎月１０回は
ICTを活用した授業を行うこと
ができた。
・ICTを活用することで、自分の
考えのみならず、友達の意見
も見ることができるので、考え
を広げたり深めたりするのに
役立てることができた。

【保護者アンケート　肯
定的評価　84.2%】

・ALTを活用した授業をはじ
め、週１回の英語カフェ、そし
て日常的にこどもの目に触れ
るところに掲示物を貼るなどし
て、英語に慣れ親しむための
環境を整えた。この成果で、友
達との英語を使ったコミュニ
ケーションを通して、会話文を
使いながら表現できるように
なったり、英語の有用性を実
感したりするようになった。
・人権教育週間や道徳授業地
区公開講座の活用をとおし
て、他者を大切にする心情や
態度を育成することができた。
・環境委員会が全校に呼び掛
けて、エコキャップ回収活動を
年間通して行った。今後さらに
発展させ継続させるために、
「おおたの未来づくり」の柱の
一つに位置付けていく。
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【児童アンケート　肯定
的評価　①95.5%　②
94.1%　③87.1％】

・いずれの項目も、肯定的評
価が８割を超えた。
・年間を通した道徳科の指導
により思いやりの心が育成さ
れ、重大ないじめ件数が０で
あった。
・学習の流れを校内で統一し
たり、協働的な学びの時間を
設定したりすることによって、
基礎基本の学力の定着を図っ
た。その成果で、「授業はよく
分かる」の肯定的評価が
94.1％になり、昨年度より１％
改善することができた。
・朝のフリージョイランニング
や、校内研究での教科に位置
付けている体育科の取組によ
り、「すすんで体を動かしてい
る。」の肯定的評価で目標を達
成できた。また、本校の課題で
ある生活リズムの確立も、早
寝・早起き・朝ごはんの日常的
な啓発により、81.7％の児童が
継続して行い、初めて80％を
超えることができた。
・年間４回の小中一貫教育の
授業実践により、連携した教
育を行うことができた。また、１
年生と保育園・幼稚園の交流
会が、小１プロブレムの緩和に
つながっており、一貫性のある
教育に役立っている。
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成果
評価

令和６年度　大田区立おなづか小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・児童数467名（３月５日現在）　学級数１６　サポートルーム拠点校
・学校全体は落ち着いた雰囲気である。
・令和６・７年度大田区教育委員会教育研究推進校　「明日も行こう」と思える楽しい学校づくり～不登校未然防止に向け「分かった！できた！一緒に頑張れた！」を目指した指導を通して～　を研究主題にして取り組んでいる。
・全校をあげて「早寝・早起き・朝ごはん」に取り組み、朝のフリージョイランニングや体育での持久走、短縄跳びや長縄跳びの実践を通して、児童の体力向上を目指す。
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学校関係者記入欄
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３：
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目標に対する成果指標

7

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4
③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

4

Ｄ 0

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。
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4
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③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

4

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。
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60％
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４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

【保護者アンケート　肯
定的評価　94.1%】

・ICT環境はもとより、図書室の
整備にも力を注いだ。スクール
サポートおなづかのメンバー
が毎月１回、季節に応じた掲
示物で、児童の読書意欲を向
上させたことで、読書冊数を増
加させることができた。
・夏のわくわくスクールや、町
たんけん、席書会などの行事
や、家庭科や図画工作科の補
助などに地域の方々が入り、
安心安全な学習環境にするこ
とができた。
・避難訓練や安全指導等、教
育計画に則って確実に行うこと
で、安全教育を推進した。
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・スクールサポートおなづかのメンバーは、児童
に興味をもってもらえるように（喜んでもらえる
ように）、季節に応じた掲示物を作成している。
児童が、図書室や閲覧室を訪れる回数が増え
ることにつながれば、とても嬉しいことである。
・こどもたちが安全な環境の中で安心して学べ
るように、学校は細心の注意を払っていると思
います。
・安心して学校生活を送れるよう、環境整備に
も力を入れていて、また、それが実践されてい
ることに、民生児童委員の一人として、嬉しく思
います。
・地域清掃やサマースクール、登下校の見守り
など、学校と地域が協力し実施されている。こ
れからも続けていけたらと思います。
・地域の者として、できる限りのことはしたいと
思います。
・家庭科の実習に地域の人が補助に入ってい
るが、保護者にも補助の依頼をしてもよいので
はないかと考えます。保護者が学校へ協力的
になると思う。
・町たんけんに同行したが、その後の様子を知
りたかった。
・防火、防災の重要性に取り組む姿勢は、地域
自治会・町会にとっても協働できることと評価し

・学校は、家庭や地域と良好な協働関係を築く
よう、努力していると思います。
・地域との関わりは、児童・学校・地域に良い影
響を与えると思う。
・地域自治会や町会は、連携・協働を今後も進
めていきたい。
・地域力の高まりが学校教育にも活かされてい
て、とても嬉しいことです。これからもこどもたち
のために、少しでもお役に立てたらと思います。
・地域清掃、登下校時の見守り活動、防犯パト
ロール、お祭り等を通じて、児童の顔を覚え挨
拶ができるようになることは、児童の学外での
安全を守ることにつながると思う。
・見守り行動の重要性・意味を知ってほしい。お
手伝いはできるが、予定を早めに知らせてほし
い。

・教員の方々は研鑽に努めていて、こどもたち
が楽しく学べるように、日々工夫されていると思
います。
・学校力、教師力の向上にむけて、先生方それ
ぞれが取り組まれている、とのことでとても素晴
らしいと思います。
・児童への対応で、伸長を促す方策を高く評価
したい。
・働き方改革で、教師一人に対する児童の數の
改善が必要だと思います。
・展覧会では、伸び伸びと楽しく作品にと陸得て
いる様子が見え、とても感動しました。

【保護者アンケート　肯
定的評価　88.3%】

・年３回の全員公開授業と年
間６回の校内研究授業、年12
回以上の校内OJT研修の実践
をとおして、授業力向上を図る
ことができた。
・教員自らが授業公開する
Welcome授業の実践により、そ
れぞれの専門性を生かした指
導方法を、他の教員に周知す
ることができた。
・行事の精選や日課表の改善
により、児童に向き合う時間を
確保し、働きやすい職場環境

にする取組を行った。

4

・保護者より、先生方の努力が高く評価されて
いますね。95.3％とは、立派な数値です。
・昨今におけるいじめ・不登校に真摯に向かう
姿勢が感じられます。
・全ての児童が「学校は楽しい！」と思えるよう
に、排除しない教育を実践していると思いま
す。
・困難のある児童一人一人の状況に寄り添った
支援や、個々への教育環境を整えるための基
盤がしっかりできていることが分かり、安心しま
した。
・きめ細やかに対応されていると思います。
・６年生の児童から、他のクラスでいじめがあっ
たが、担任の先生が対処して解決したと聞い
た。教職員で情報の共有があり、組織で対応で
きていると窺えた。

【保護者アンケート　肯
定的評価　95.3%】

・特別支援教育コーディネー
ターの企画・運営による校内
委員会を月に１回確実に実施
し、そこで出た情報や立てた方
策について教員に周知するこ
とで、連携を深めることができ
た。
・特別支援教室巡回指導教員
が企画・運営した校内研修会
やOJT研修によって、教員の
資質・能力の向上を図ることが
できた。
・学校いじめ防止基本方針に
ついて、生活指導主任から教
員へ周知したり、毎月のいじめ
不登校対策委員会の情報共
有を行ったりすることで、確実
な組織対応を行えた。
・週に２日のＳＣ勤務日には、
担任や管理職と連携しながら
児童の情報共有を行ったり、
今後の対応を検討したりする
ことができた。このことをとおし
て、綿密な相談体制を取ること
ができた。

4
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１：
60％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0
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Ｂ

Ｄ

保護者アンケート
「こどもは、授業が楽し
く分かりやすいと言って
いる」
の肯定的評価

２：
60％
以上

１：
60％
未満

保護者アンケート
「学校は、こどものこと
について相談に適切に
応じてくれている」
の肯定的評価

４：
80％
以上

１：
60％
未満
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自
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ら
し
く
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生
き
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た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

４：
80％
以上

保護者アンケート
「校内での学習環境が
整っている」
の肯定的評価

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。
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２：
60％
以上

３：
70％
以上

３：
70％
以上

４：
80％
以上

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。
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２：
60％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。
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地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

Ａ 9

Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

4

4

4

4

Ｂ 1

保護者アンケート
「学校は、学校行事等
に地域の協力を得てい
る」
の肯定的評価

【保護者アンケート　肯
定的評価　92.3%】

・地域の方々にご協力いただく
地域清掃やミニ運動会、PTA
が主催する夏祭りなど、児童
の健全育成のための取組が
実施されている。教員にも参
加を呼び掛けたことで、学校・
家庭・地域が連携した活動に
することができた。
・登下校時の見守り活動を地
域の方々と共に行い、児童の
安全・安心な環境づくりのため
に協働することができた。
・家庭教育に関しての発信を
年に３回「家庭学習週間」とい
う形で行い、学校と家庭とで連
携しながら実施した。また、教
育活動の様子を学校だよりや
ホームページを通じて発信し、
84.8％の保護者から肯定的評
価を得ることができた。
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